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E-33 副交感神経の抑制はヒトの肺死腔を増加させる
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イヌで呼吸性心拍変動(RSA)が肺血

流と換気マッチングをよくし、肺ガス

交換を改善することが報告されてい

るが、ヒトの無麻酔、自発呼吸下では

肺ガス交換に及ぼす影響はわかつて

いない。今回、ボランテイアの無麻酔

自発呼吸下で硫酸アト口ピンを投与

して副交感神経を抑制し、RSAを減弱

することが、肺死腔を増加させると仮

定し、その仮定を調査した。(方法)

健康ボランテイア5名に NICOを装着

した回路を通して、一定の換気量(べ

口ーの収縮拡張を一定にする L一定

の呼吸数10回(メト口ノームのシグ

ナルに合わせる)で、Airを呼吸させ、

ETC02が30・35mmHgとなるように

Airの流量を調節した。R-R間隔(RRI ) 

を測定するために ECGをモニターし

た。 ETC02が安定後、 NICOにより

生理学的死腔率 (VDNT~解剖学的

死腔 (Vdaw~肺胞死腔( Vdalv )お

よび肺毛細管血流量(PCBF )を測定

した。硫酸アト口ピン 0.02mg/kgの投

与10分後、同様の測定を行った。記

録したRRI時系列よりRRI変動の高

周波変動成分の振幅を求め、RSAの大

きさの指標(RRIHF )とした。(結果)

RRIHFは硫酸アトロビン投与により

減弱した。 VDNT、Vdawは有意に増

加した。 Vdalv怯変化しなかった。

PCBFは15%程度減少したが有意で

はなかった。(討論および結論)硫酸

アト口ピンによる副交感神経の抑制

拡気道平滑筋の緊張を減じ.気管・気管

支を拡張させるために Vdaw、VDNT

を増加させたと考えられた。硫酸ア ト

ロビンにより RSAの大きさは減弱し

たが、 Vdalvは増加しなかった。 PCBF

のわずかな減少は C02排濯に関与す

る肺胞換気ガ.減少したためかもしれ

ない。副交感神経は肺の生理学的死腔

を減少させることにより、ヒト安静時

の換気効率を上げる役割を持ってい

るかもしれない。




